
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2023年3月31日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証市場別指数の推移
（期間：2023年3月31日～2024年4月19日）

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202404_outlook.pdf

TOPIX（東証株価指数） 2,626.32 ▲4.83% ▲4.53% 16.00% 28.72%

日経平均株価 29.58%37,068.35

企業業績については、インフレ環境下での名目収益の押し上げや円安の進行などを背
景に、底堅く推移するとみています。国内株式相場は、企業活動にとって良好な環境
が続き、名目収益や資本効率の押し上げに加えて、積極的な株主還元とともに春闘に
おける大幅な賃上げによる個人消費へのプラス効果が期待できるほか、コーポレート
ガバナンス改革の進展も支援材料とみています。ただし、年初からの急ピッチな上昇
相場が続いたこともあり、当面は上値の重い展開を予想しています。

国内株式相場は上値の重い展開

（期間：2023年3月31日～2024年4月19日）

情報提供資料
2024年4月22日国内株式見通し 

日経平均株価、TOPIXの推移マーケットの動き（2024年4月15日～4月19日）

投資環境見通し（2024年4月）

先週の国内株式市場は、前週末比で下落しました。
米国の利下げ観測の後退や米国ハイテク株の下落などを受け、国内でも半導体関連株
を中心に売られました。週末には中東情勢の緊迫化によるリスク回避目的の売りが強
まり、日経平均株価は2か月ぶりの安値をつけるなど軟調な展開となりました。

MYAM Market Information
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